
その他の道路貨物運送業における転倒災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1 8～9
高速道路にて、左足を雪で滑らせ、右手・右足で打って痛みが発生し、その後、骨

折をしていることが分かった。
52

30

～

49

1
9～

10

修理用貨物自動車を搬送して、自動車工業の構内に入れるとき同僚の運転する貨物

自動車を誘導中、地面が凍結していたため滑り転倒したとき右手首を骨折した。
48

30

～

49

2 7~8

倉庫内で商品の出荷ピッキングの準備中にパレットを置いてハンドジャッキを使用

しようとした際にハンドジャッキに躓いてバランスを崩し転倒した。 体をかばう

為に手をついた際に左手首を負傷した。

66 ―

4
9～

10

廃棄物置き場で、塵芥車により一般廃棄物の回収作業を行っていた。 駐車車両が

近くにあったため、約10m離れた場所に車両を止め段ボール箱

（45cm×30cm×20cm、重さ約5kg）を2ケース（約10kg）ずつ、取っ手に手を

差し込み車両まで運んでいた。 3回目に車両近くまで来た時に何の障害物もなかっ

たが左足がつまずき、段ボールを抱えたまま後方の廃棄物投入口に左腕前腕を強打

し、左腕前腕の2か所を骨折した（手袋・安全靴着用）。

54

100

～

299

6
15～

16

倉庫内で商品検品を行うため、ピッキングリストを見ながら商品棚に向かっていた

際、目線が上部に偏り、下に置いていた商品ケースに躓き転倒し、左手首を負傷し

たものである。

53

100

～

299

6
15～

自車の車庫に車両を入れ、日報を作成した後、運転席より降りようとして、二段目

のステップに右足をのせ、左手で手摺りを握り、一段目のステップに左足をのせ、
36

10

～



16 次に右足を地面に下ろした時に体が開きすぎて、ステップより少し後方にある溝に

右足がかかり、バランスを崩して転倒した時に右足甲を骨折した。
29

7 9~10

厨房にて昼食の仕込み中、玉ねぎを約1cm幅でカットしていたところ、誤って押さ

えていた左手の小指の先を切ってしまった。 水道水で洗い流しティッシュで止血

していたが貧血のせいか体調が悪くなった。

18

30

～

49

7 6~7

客先にて荷積みに行き、フレコンを荷台に積み込みしていた際、雨が降っていたの

で、フレコンの上に登り、積み込んだフレコンにシートをかけ終えて降りようとし

たとき、フレコンの袋の溝の部分に右足がはまってしまっていたため、バランスを

崩して転倒した。 フレコンにはまっていた右足をひねって骨折したものである。

63

10

～

29

7 0~1

郵便局構内で、荷物を運ぶために車両を停めてキャビンから降りるとき、ステップ

に足を掛けた際に滑ってアシストグリップを右手でつかんだら背中を反ってしまい

右肩を脱臼した。

48

30

～

49

7 14~15

折り込みチラシの配送し、店内に運び入れる作業をしていた。 その際、折り込み

チラシを両手で抱え店内に入ろうとしたところ、足元のプラスチックの箱に気がつ

かず、足がその箱に引っ掛かりそうになった。 そのすぐ前に歩行器に乗っていた

幼児がいたため、その子にぶつかるのを避けるため咄嗟に身体を右方向に捻じった

ためバランスを崩し倒れた。 その際、首から左肩甲骨付近を強打し負傷したも

の。

48

30

～

49

7
12～

13

営業所においてベッドの搬送作業中、トラックの荷台からベッドを降ろして設置す

る際に、2人でベッドの両端を持ち移動する時にタイミングが合わず、後ろ向きに

運んでいた被災者がベッドに押され転倒し、体を打ちつけて負傷した。

69

50

～

99

7
9～

10

樹脂製ケースの運搬中、トラック後部の扉を開けたとき、扉の動力に押され、足元

がもたつき転倒した。 その際、転倒した場所に昇降階段があり、角で右胸部を強

打した。

69

100

～

299

7
19～

20

配達を終え、車に戻っていたところ、フェンスに引っかかり転倒した。 当初は擦

り傷と打撲程度であると思っていたが、翌日に腕が上がらなくなったため受診した

ところ、肘を2カ所骨折していた。

52

10

～

29



9
14～

15

当社洗車場にて、ホッパー部洗浄のため、ステップを上ろうとした処、足を滑らせ

ステップの2段目（約1ｍ）より転倒し、腰を負傷した。
59

1～

9

10
16～

17
倉庫内での作業中に置いてある荷物につまずき転倒。 左膝を床に打ち、骨折。 58

30

～

49

12 8~9
新しい職場なので、舟の砂利採取の様子を見せるために小舟に乗ったところ、躓い

たのかバランスを崩して転び、頭と腰をぶつけて転んだ。
48

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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